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いわゆる薬膳料理に対する意識調査について
―人間ドック受診者における調査結果について―
大西　孝司※ 1・逸見　眞理子※ 1・高澤　卓子※ 2・林　宏一※ 3
An　 In　quiry　 in　 Con　sciousn　ess of So-called Herbal Dishes 
―About the Survey　 of Person　s Received “Nin　gen　 Dock” (Multiphasic 
Health Screen　in　gs/Complete Phy　sical Examin　ation　)―
Takashi Ohnishi, Mariko Henmi, Takako Takazawa, an　d Koichi Hayashi
　We in　vestigated the in　quiry　 in　 con　sciousn　ess on　 so-called herbal dishes, for example 
the kn　owledgemen　t for cogn　ition　 an　d n　ames, places of eatin　g out, health effects on　 the 
human　 body　 an　d so on　．
　The results obtain　ed were as follows： 
1) We attempted to con　duct the in　quiry　 in　 con　sciousn　ess on　 so-called herbal dishes on　 
182 males ran　gin　g in　 age from 27 to 75 (average 48.8) an　d 69 females ran　gin　g in　 age 
from 24 to 73 (average 48.4) of the person　s who received “Nin　gen　 Dock (Multiphasic 
Health Screen　in　gs/Complete Phy　sical examin　ation　 )” in　 May　 2013．
2) The ratio of person　s with kn　owledgemen　t so-called herbal dishes was 34.0%.
3) The most used food ty　pes an　d n　ames for so-called herbal dishes were gin　ger, sesame, 
ukon　（curcuma lon　ga） an　d garlic.
4) The most common　 places for eatin　g of so-called herbal dishes were restauran　ts an　d 
so-called herbal dishes cooked at home was 2.5%．
5) The most expected effects of so-called herbal dishes were fatigue recovery　、
regulation　 of stomach an　d in　testin　es an　d hasten　in　g of blood circulation　.
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 　「男性」182 名（72.5％）、「女性」69 名
（27.5％）であった。
2）年齢
　「50 代」が 94 名（37.5％）と最も多く、
次いで「40 代」が 89 名（35.5％）、「30 代」
が 44 名（17.5％）、「60 代」が 18 名（7.2％）、




「50 代」66 名（36.3％）、「60 代」14 名（7.7％）、
「70 代以上」2 名（1.1％）であった。女性は、
「20 代」1 名（1.4％）、「30 代」16 名（23.2％）、
「40代」18名（26.1％）、「50代」28名（40.6％）、







































































































































































図 3　薬膳を知りたくない理由 図 5　薬膳のイメージ（複数回答可）
図 6　薬膳に求める効果
（複数回答可、横軸は全体に占める各項目の回答数





























































































































































































































































































































































































はい 68 117 185










はい 48 70 118










はい 9 34 43










はい 11 62 73





























































































































































































































間ドックを受診した 29 歳〜 74 歳の男女
251 人に対し“薬膳に関する調査”をアン
ケート形式により行ってきた。
　今回の研究から、次のような結果が得ら
れた。
1．乳酸菌飲料やサプリメントと比較すると、
健康食品として薬膳を日常的に利用して
いる人は全体の 1.7％と非常に少ない。
2．薬膳に使用されている食材についても、
食材の名称は知っているものの、実際に
その食材が体に与える効果を正しく理解
している人は少ない。
3．薬膳に使用してみたい食材としては、「生
姜」や「にんにく」等日常生活の食事に
取り入れやすい食材を選択する傾向に
あった。
4．薬膳に関するイメージとして、人間ドッ
ク受診者は「健康に良い」と回答した者
が全体の 27.6％と最も多かった（図 5）。
　以上から、薬膳の認知度は低いが、一般に
薬膳は健康に良いものであるというイメー
